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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月13日(2011.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リレーノードと第１無線基地局とが無線ベアラを介して接続されており、該第１無線基
地局と第２無線基地局とが接続されている移動通信システムであって、
　前記２リレーノードは、前記第１無線基地局との間のＵｎインターフェイスを設定する
ための無線ベアラ機能として、物理レイヤ機能と、該物理レイヤ機能の上位レイヤ機能と
して設けられているＭＡＣレイヤ機能と、該ＭＡＣレイヤ機能の上位レイヤ機能として設
けられているＲＬＣレイヤ機能と、該ＲＬＣレイヤ機能の上位レイヤとして設けられてい
るＰＤＣＰレイヤ機能と、該ＰＤＣＰレイヤ機能の上位レイヤ機能として設けられている
ＲＲＣレイヤ機能とを具備しており、
　前記リレーノードは、前記無線ベアラ機能の上位レイヤ機能として、ＩＰレイヤ機能と
、該ＩＰレイヤ機能の上位レイヤ機能として設けられているＳＣＴＰレイヤ機能と、該Ｓ
ＣＴＰレイヤ機能の上位レイヤ機能として設けられているＸ２ＡＰレイヤ機能とを具備し
ており、
　前記第１無線基地局は、前記リレーノードとの間のＵｎインターフェイスを設定するた
めの無線ベアラ機能として、物理レイヤ機能と、該物理レイヤ機能の上位レイヤ機能とし
て設けられているＭＡＣレイヤ機能と、該ＭＡＣレイヤ機能の上位レイヤ機能として設け
られているＲＬＣレイヤ機能と、該ＲＬＣレイヤ機能の上位レイヤとして設けられている
ＰＤＣＰレイヤ機能と、該ＰＤＣＰレイヤ機能の上位レイヤ機能として設けられているＲ
ＲＣレイヤ機能とを具備しており、
　前記第１無線基地局は、前記無線ベアラ機能の上位レイヤ機能として、ＩＰレイヤ機能
と、該ＩＰレイヤ機能の上位レイヤ機能として設けられているＳＣＴＰレイヤ機能と、該
ＳＣＴＰレイヤ機能の上位レイヤ機能として設けられているＸ２ＡＰレイヤ機能とを具備
しており、
　前記第２無線基地局は、Ｘ２ＡＰレイヤ機能とを具備しており、
　ハンドオーバ処理に係る制御信号は、前記リレーノードのＸ２ＡＰレイヤ機能と前記第
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１無線基地局のＸ２ＡＰレイヤ機能との間、及び、前記第１無線基地局のＸ２ＡＰレイヤ
機能と前記第２無線基地局のＸ２ＡＰレイヤ機能との間で終端するように構成されている
ことを特徴とする移動通信システム。
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